
一般社団法人栃木県バスケットボール協会 

令和 5年度 定時代議員総会 議事録 

 

日時：令和 5年 6月 24 日（土）午前 10：00～11：00 

会場：鹿沼フォレストアリーナ大会議室 

出席：〔理事〕  6 名 小曽戸和彦、片桐晃、斎田一郎、鈴木克美、小林幹央、斎藤宣子 

〔監事〕  1 名 別井明彦 

〔代議員〕 2 名 仙波晶平、富田厚子 

〔委任状〕37 名 井上隆之、中山雅仁、粟田順之、長田美華、荒木享、下島健一、山﨑雅洋、 

箕輪篤宏、近藤敏、松岡愛奈、小林真周、大山賢史、武井晋平、山中元、 

中村恒貴、福田恭子、柿沼昌史、河本久美子、清水一也、福田精一郎、 

藤田亜沙美、北條和寿、増山敬大、松井亮太、山﨑大介、相沢光男、 

阿部信行、大坪祐二、髙山智行、田谷裕、仲井順、前沢武男、村上愉彦、 

篠原誠一郎、今井英二郎、有田一也、田所純一 

欠席：〔理事〕  21 名 鎌田眞吾、直井秀幸、渡邊諭、佐藤智信、藤本光正、井上尉央、渡邊整、 

日向野信行、佐藤昭、増渕倫巳、大平幸造、梶崇司、益子基久、渡邊明美、 

前原延之、網野友雄、山田将樹、菊地宜秀、大保持真也、高橋哲夫、日向野剛 

〔代議員〕15 名 菊田恵子、高崎徹、櫻井孝行、増山竜太、柳澤毅、若林謙作、大高伸吾、 

        兼川良太、小林一央、篠崎行雄、高橋繁雄、戸村裕之、宮川正敏、岡龍哉、大森康史 

 

１ 開会 

斎田副会長：久しぶりの総会開催ですが皆様よろしくお願いします。 

 

2 あいさつ 

 小曽戸会長：昨年の国体では大変お世話になりました。 

       久しぶりの対面での総会の開催です。皆様よろしくお願いします。 

 

3 定数について（定足数報告） 

事務局：定款及び定款細則（代議員）により代議員 2名の参加と 37 名の委任状により過半数以上が出席し定

足数を満たした。 

 

4 議事録署名人の選出について 

司会：定款第 30 条により社会人連盟の 仙波 晶平 氏と 富田 厚子 氏にお願いする。 

 

5 報告事項 

(1) 令和 4年度事業報告について(専務理事) 

 ●１の競技会開催事業について大会結果等を報告する。 

２の人材育成事業については、国体選手強化・国体派遣関係（主にいちご一会とちぎ国体）、ジュニア育

成（DC）事業、指導者育成事業、審判育成事業、TO 研修事業等を報告した。 

その他として、栃木ブレックスとの委託事業や FIBA３ｘ３WORLD TOUR UTSUNOMIYA OPENER の開催協

力について報告した。 

（2） 令和 4年度収支決算について(専務理事) 

 ●収入の中で（1）「経常収益」の中で特に「その他助成金」のところが大きく増額となっているのは、い

ちご一会とちぎ国体に対しての行政からの補助金収入である。また、（2）「経常費用」の中の「旅費交

通費」の部分の増額は、そのいちご一会とちぎ国体時の競技役員等への支出が主な要因である。 



（3）監査報告 

 ●監査報告書を朗読 

 

○特に質問なしで了解を得る 

 

6 議長選出 

定款第 3章第 26 条より代議員総会の議長をとして会長を選出する。 

 

7 審議事項 

 (1) 第 1 号議案：令和 5年度事業計画（案）について（専務理事） 

 ●１の競技会開催事業について 

   県内大会行事予定表の記されている通り今年度の事業を実施したい。 

   また、今年度の関東大会については、8月に「関東中学校大会」9月に関東社会人オーバーエイジ大会

が予定されている。 

   その他としては、「天皇杯 3次ラウンド」「県民スポーツ大会」等への協力事業がある。 

  ２の人事育成事業については、主に 10 月に開催される「鹿児島特別国体」出場に向けて 8月の「鹿児島

特別国体関東ブロック予選」で勝利するべく強化練習会等を実施していきたい。 

   また、アンダーカテゴリーについても引き続き育成事業を行っていきたい。 

   さらに、指導者育成・審判員育成・TO 育成事業等についても引き続き今年度も実施していきたい。 

 その他、ミニバスケットボールクリニックの実施や、栃木ブレックスとの委託事業、FIBA３ｘ３WORLD 

TOUR UTSUNOMIYA OPENER の開催協力についても行っていきたい。 

 

○質問等特になく承認される。 

 

 (2) 第 2 号議案：令和 5年度収支予算（案）（専務理事） 

  ●令和 5年度収支予算について、登録料収入・受け取り補助金等を合わせて 44,144,000 円の収入に対し

て、支出も同額の 44,144,000 円となる。 

  〇斎田副会長：収入の中の「プログラム売り上げ収益が今年度は 0円となっている」「ブレックス事業収

益が大きく減額となっている」がその理由は何なのか？という質問がある。 

  〇まず「プログラム売り上げ収益」に関しては、昨年度はいちご一会とちぎ国体があったためその収益

を計上していたが、今年度はプログラム売り上げを見込めないので 0円とした。 

   2 つ目の「ブレックス事業収益」だが、昨シーズンよりホームゲームにおいての TO・BOX に対する諸謝

金がブレックスからではなく、Bリーグ機構から直接支払わられる形の変わったため減額となった。 

 

○承認される。 

 

８ その他 

特になし 

 

9 閉会 

片桐副会長：総会のご審議ありがとうございました。今後とも、よろしくお願いします。 




